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校内の樹木マップとネームプレートの設置

１　概要

・　学校内の樹木名を調べ、樹木マップ作成やネームプレート設置をします。

・　成果を学校図書館等で活用したり、学校のＨＰで紹介するなど、活動の輪を広げていきます。

２　ねらい

・　活動を通じて、校内の樹木について理解を深めます。

・　他の生徒や近隣の人々にも見てもらい、自然に親しむ活動の輪を広げていきます。

３　方法

（１） 樹木マップづくり

①　学校内の概要図（校舎、体育館、運動場、プール、物置など）を作成します。

②　樹木の位置と番号を①の概要図に記入します。

③　樹木調査

（ワークシート）などを使って、番号ごとに樹木名を記入していきます。その場で樹木名がわか

らない場合は、その樹木の特徴がわかるような写真をデジタルカメラ等で撮影しておき、樹木図鑑

で調べたり、有識者や園芸店に問い合わせるとわかる場合があります。それぞれの木にも、同時に

番号と種名を書いた荷札などをくくりつけておきます。

④　調査した樹木の名前を①の概要図に記入し、マップづくりはこれで完成です。

（２） プレートの製作

①　製材所などで材木の端材を購入し、斧（おの）などで割っておおまかに板状に整形します。

（市販の板やカマボコ板などがあれば③以降から始めます。）

②　カンナやのこぎり等を使って平らに仕上げます。

③　ドリルなどで取り付け用の穴を２つあけます。

④ 字を書いてもにじまないようにするため、表面に水性の透明ニスを薄く塗ります。（小麦粉を表

面に塗ってうすく広げても可）

⑤　光退色しない墨やペンなどで種名（和名）と科名をカタカナで書きます。

⑥ 油性の透明ニスを表面に塗ります。（カビが生えて腐らないようにするため）

⑦　できたプレートを見やすい場所にシュロ縄などを使って取り付けます。

⑧　写真を撮って、学校のＨＰなどで紹介します。
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〈参考資料〉

○　橋本市立橋本中学校の樹木リスト （ワークシート）

○　生物のカタカナ表記について

生物の名前や科名などは、基本的にカタカナで表記します。

○　〈図鑑類〉の紹介




